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1　本年度の基本方針

２　職員体制

医　師 １名

児童指導員 ２名 １名

看護師 １名 １名

言語聴覚士

１名

所在地

事　業　所 職　　　　　種 常　　　　　勤

　運営方針

    「誰もが住み慣れた地域での生活を実現するために、利用者ニーズのきめ細かな対応と質の高いサービ

スの提供」に継続して取り組む。社会環境の変化から求められるニーズが多様化しており、それに伴う

サービス提供を適切に対応・管理する必要が生じている。開設当初からの目的である、①安心・安全な支

援環境の提供は最優先事項とする。②人材確保・人材定着は喫緊の課題であるが、拠点での対応には限界

があり早期に対策を検討していく。③委員会（虐待防止・リスク管理委員会、環境整備委員会、研修委員

会）の活動推進を図る。以上、3つの基本方針を基に職員主体の課題解決の強化と利用者サービスの質向

上を目指して継続的な取り組みを進めていく。
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　【本事業のミッション】

　【令和8年度の取組目標】

　【重点目標】

令和8年度事業計画

　生活介護事業・放課後等デイサービス事業共に、経営的安定と重症心身障害児（者）・医療的ケア児（者）の

ニーズを満たすことが優先すべき取り組みである。新規契約希望者が増加の傾向にあり稼働率の増加は見込める

が、支援困難度の高い利用者も増加することで支援スキルがより求められる。医療的ケア児（者）の増に伴う各

種加算取得について再確認し対策を講じていく。地域で安心した生活が続けられるよう、将来を見据えた支援及

び情報の提供や関係機関との連携を強化する。職場環境の改善を進めることが、利用者サービスの質の向上につ

ながると実感できるような施設作りを推進する。

◆目標利用率

放課後等デイサービス事業 定員 　５名

定員 １３名

　サービス提供の質を高めることで利用希望を増やし、稼働率の向上につながるよう努める。基礎となる人材育

成・定着を進め、職員体制による稼働率の低下を防ぐなど財政的な基盤強化に取り組む。

◆コンプライアンス計画

　コンプライアンス規定に基づき、職員意識の向上を目指したコンプライアンス教育を実施する。研修委員会を

中心としたコンプライアンス研修・虐待防止研修・身体拘束等の適正化研修・各種災害対策研修等を計画・実施

する。

◆人材育成と職場環境の整備

　人材定着・育成に向けては、基礎となる「働きやすい職場作り」を重視した職場環境整備に取り組む。研修委

員会による法定研修・職場定着に向けた研修の実施、環境整備委員会では防災対策を含む様々な職場環境の提

案・整備、虐待防止委員会では虐待防止に向けた対策提案を行う。個々の職員の意見が反映できる場を設けるな

ど、心理的安全性の確保が図れるよう努め、各職員が事業所の取組目標を共通認識し、同じ方向を向きサービス

提供できるよう人材育成を行う。

◆財務基盤の強化への取組

8年度目標5年度実績 6年度実績

　本事業は、重症心身障害児（者）・医療的ケア（児）者・重度肢体不自由（児）者が、地域で安定して過ごせ

るよう日中活動の場として各種ケア・サービス・療育を提供する。福祉専門職・医療専門職をはじめとした職員

の適正配置により、地域機関と連携しながら複雑・多様なニーズにできる限り対応する。増加を続ける医療的ケ

アニーズと安心・安全な事業所運営のバランスを取りながらサービスの量・質を高めていく。家族が安心できる

医療的ケア児（者）の地域での居場所確保に努める。

◆利用者支援サービスの充実

　施設の持つ能力を最大限に活かしながら、サービスの質向上に取り組む。地域関係機関との情報共有の場が利

用者支援の充実につながるとの認識を強く持ち実践する。生活介護では障害の多様化がより顕著となる中、個々

のニーズにあわせた支援強化が不可欠である。年間行事を通じて地域機関、近隣施設との交流など地域交流の場

を増やす。放課後等デイサービスでは、更なる利用満足度の向上に向けて、療育場面を家族向けに写真及び動画

により伝えていく。また、地域の医療的ケア児、重症心身障害児のニーズを支えるため、関係事業所との連携を

深めていく。

生活介護 32.5% 42.3% 47.1% 57.4%

放課後デイ 56.6% 54.0% 55.0% 65.0%

7年度見込

生活介護事業


